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農林省熱帯農業研究セ



し

年度ヵ t、農林省

して，洵外調査，

事業

の 覧する試験砧究を性進すご戸め (!)脈遣を

を行なってぎだが吝防雨 45 年 6 刀］これら］〗

センター」が発足した。

本書は，熱帯等の炉賊に .tcげる食品の判用加工に防する試験研究の雫態を把摺するだ梵，イント，

イ戸ソ，マレーシアについて現即調杏を実施した報告書で花る。本詞杏か行なわれた（］〉は，郷罰農業研

究センター発足以罰のことであったが，従来の農林水産技術会議事務局熱幣農炭研究管理室の業務は，

殆んどすべて熱帯胆業研究•センターに引継がれたので，ここにその報告書を発行する次第でお芯し

本調脊報告が今後熱帯等の農業に関ずる試験研究推泄の指針となれば幸いでおる。

終りに，本調脊を行なった食糧研究所穀類貯蔵加工罹検杏研究宇竹牛新治郎室長および本調杏におた

ってご協力を頂いた各位に対し，謝意を表したい c

昭和 46年 8月

熱帯農業研究センター所長

山 田
卒
立
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グ）矛！｝且加T

調査者

研究所 穀類貯蔵加丁部 検壺研究室長

調査日 程

東京発 1l : 5 0 入ew Delhi着 2l : l 0 

日本大使飼で打合せ

Food Coopon1tion of India, Delhi Regional Office 

日（金i Indian 

2 8 

9日山）

:-3 0''  

'.cl I日｛火）

4月 1日（水）

Research Institute 

冒esearchand Training Centre (Hapur) 

: 0 0 Bangalore着 13 : 1 O Mysore清

Central 『uod 〗eclrnological Research InsHtute 

国

Grain 

Central『00は：、'echnolo区[calResearch Institute 

5日［日） B呂ngalore発9: 3 5 Madras 盾 lO : :J 0 

6日（月） 聡領事公邸訪間， Vladras 発 13:20(〗)lornbo着 14 : :-i 0 

ダ［日（灼 日本大使飽挨拶， Deparn打 entof 

Factory , Kandy着

8日休 Central. Agricultural Hesearch Institute 

9日休） Dry Zone『tesearchStation (;VIaha >UuppaUama)

l 0日（釘国党粕米J.場 t倉庫 (Mabiyangana) 

l 1日(:l:l Colomba発 15 : 1 0 Kuala Lumpmヽ、着 20 : :.; 0 

しJovermnental

l 2日（日）

l 3日（月）日

1 4日（火） Food'『echno1ogyResearch and Development Centre (Serdung) 

1 5冒水）

l G日沐） 国悦和米工坦 (TanjongKarang) 

l 7日:{v) University of JVfalaya (Kuala Lumpur) 

1 8臼廿 Kualal ,umpLtr発8: O O Bangl<ok着 9: 3 5 , Bangkok癸12 : l 0 東爪着

20:50 
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地区

試験研究機関の状況

Delhi 封,[又にざC し~ ヽ~ て：n , Indian Reseaいわ TnsてHute(Kew Delhi) と

Research and―fraini.ng Centre (Bapur) を見学し，穀物貯蔵に関する試験

しだ:,:即名は.-1~! ,, ('.• 悲業に閲吋~ ろ中央研究所て 3 雲業生産関係の研究部門かオ体を

dhan) いて，

めた構兄物い内界にホリ レンり］フ

る
~
 

~
~
 

Storage Research and丁r・a.iningCentre i India l 

H 

うに；はられた。所長は

Krishna『ff!」『thv 副所

汀ぃ Sタド i3片alla. 研究所

i/1が登

している。そのほか

小形の

験指和をしていた。だ

Grain Teじb旦りJo-

's八SSぐ,ciationof 

Jndia 『)事務局が屯り

lぅ口J.etinof C上で呂i.n

で知り亭った ¥Ir. P. ¥I 

ThomasがFoodCoopora 

tion o「India (ヘンド食

糧公社）の Delhi即区の R←

g10nal 

K, 

の教芦も担当

~,~ ~,,_ 

いろ。

日本

をし

いるので，同氏の案1村で公社

の倉卵を見学 Lt:。食！車け写

真 3(ハように予想 l・たよりは

2. 小形のスチールビン

_')_  
~ 
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インド食程公社

は今悛さ

刀トン~刷を訂桐 Lてし

戸九宥 [1)貯蔵施投

＇：，公社

を麻袋に

入れ 貯砂吋

は芯）かに古節で｀このt世［文でけ

通常米は 2 年，小麦は 3 釘~＜

い貯蔵すると (I)こ｝で主忍？

［公社汀インドで供給さ~ れる穀

物の約 lO %を取扱っ Cいるか，

ヵf;t1 9 6 9年 l0月ま

り，そ幻う

していろ倉叶

::1情り

で，

民間

4
 

＇「／ド食料公社の

ており合コ

rrE 
、S

、

,' 

高

ァ~ メリカ，イスラエ

低＼ヽためインドぴ

イロ

手直丙＇！り）号

ロカ、インド

で胴蒻で芸忍9

7 ,_, ：ヽ

が貯忌亨:)-,-c ;!:-~ い

。公社阿布釘仝サイロい収容能プ：しヽ

ンにt(加し

2
 

インド了ゾ吏用さ

叶1yl2nChJrn・idc 

，' r1oe 121□ hosphine , 1;3 

I『:;i-omiぐe+

i)u「0「uine〉,n

ってし、

(1! 

•9 

っJ~
 

平巫（・り食胴，/.

ロに分恥される方;

さiIたのo;t1958

心芯
、
ヽ
~し

物貯蔵

(J, 

び）

l且i人］

ルシ--ド

四ドイ

る
ふ

j

稲

, Du,・ りfun賢が最

おいて丁業化さ

は不適当でおる。

，東ド,{ツ

'[fa-

製

し＼て

+ 

ん蒸剤の使用状況

て＼ヽる］ーなくん怠剤は， il,

（□ a.rbon'「ct了achlo-

より輸人，浸透力のよさ｝殺虫力の強さは十分でオるが

躯喝判］には不向彦。

D喜 ・amideと

、Bromid,,

［）且）romide 

、:

、

I

メ
J

賃^9
i

を

拿

し，われてし， 9

ているが，粉製品

おいてのよ丁業化され

ぶ．
J/

4
 

3
 

へ`
a

ふ
り

Durofumeは Bromideを適凶］な比平 況合しだ if.,かで， 1957

-3-



戸.,
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マさ
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を

感知

〉によってその効生を発見

Brornide • 二

化与椙lて 1 0 0 ;hの予見且［カ

だも V'C 叩、さ｝、

: 1 (/¥ 混合，比がす

も→ :::~ とが

主‘りである,11JEth〉lcnDihromide 

向薬斉りか羊独使用より濃度分布が均ーであるの

(1)で，残招付は昇闘仰にならない。 14! lV[ethyl 已rornideは餌臭で

,Et『1y仄n D」．しい入nide は甘たるいクロロホルム臭がオるので，混合物は危陸件を

., (5) Dl訂冗｝平UD!E/ fl噌！扱いは MethylBrornidelrrJ椋にガスボンベより自力で噴出するの

し

くにバ>f'の気候

わて北り，投薬昂

" Ducofurr1e び)

穀虫

投
~
 

つJC
`
 

でおる。

Mysore 

1- Centralド（又）（］『cch110IogicalResearch Institute 

地区

1上年

分か

り研究所について

戸）に訂［く報告されてい芯タハで雷複

，研究分野；＾しては次のようなもの力あ，..0 

け 叶用栄壼学ど食ホ療養学， (2' rt化学,13嘩翡砂｛し

術， !H 果旦"'野菜加利用抄生，げ 病虫害防除と殺史剤， (8

物学き (101 たんはく技術ち (ll) 香辛料とフレーバ・ー・拉術夜〈121

地賊試験場 (8月叶L ,(応 研修講座—

以上のうち，筆者の関心の除いク～た研究に

穀紘貯蔵

', 、,, J 主：い~ る

いそがダ研究所は I2 er, 研究部 (Discipし.ne

て~、ゞ
）
 

(j  

',-エ兵目いしず， 151 工程開発と

畜肉，家禽，魚加利用技術， 19;

丁粛研究， 113! 技術相談， (141 普及活動

こる~
 

ふ
4 にする。

団 ，ヽ9
>
 

穀物

殺主剤な

ぁ

…要な課題であり，

i山の適量を小

襲剤からの

の Durofumeくん蒸剤

ンプルに分けた使利なもの〗、

デン＇の製造， グ)

米の加T,オり用拉術

精米加丁に記＼，ては，パ・、 jc-fル処押による歩留ゾう［汀士:'微牛物の繁殖阻止などに成功している。副

痒物の米粕はイントにおいて年間 30 0万トン生産されるが，現在はそのごく一部しか製油に利用され

おらず，しかもその泊は食用にならない品質であ〗。 1 日 1 0トン以上の規模の精米所で花れば，同

じ湯所にら杞いて米糖油の抽出と米杷飼和のパ9信力・cぎることが明らかになったので，今後この間題を進

2 ． 

ぶ
r,ょめ していろ。

レーク，ライスクリスピイ，

るのでさそれらの製造法の改良，製品の品質な

果物，野菜の科用技術

イントの果実，野業は生産され〔，から消費されるまでに約 30 %ロスするとしおかている。［たか）

て技術の改艮によってそのロスを滅らそうとするのがねらいで窒る。摘果I白後か貯蒻前に保誇コーテ，，9

／グ剤で果士を処押す石と貯蔵勘間を (J)ばせるか，そのコーティング剤と

ンの調合怯を閻発した。

加_J法では，フルーツ入りシリア！レフレ--ク，フルーツジュースパウダー，フル-ツ l・ ご'-f ,, t,;-どの

た~ ライス ，＇トライスなどの国内需要が増加し，輸出の可能性もあ

検討している。

3
 

＼ヽ

てい ックスのニマルジ~ 合

-4 



~,: .• ャ'>'/

' 
ふぐ

リ〗 訂
ャ廷、ー、

，＼夕 ---1' 

·•·, ,'ヽ，9 、•た、

ン！ヽ 、八外国貿易

棗を高 0ふる研齊''古:万

,, 
,,, 、,. ・~. 叉

け，:,-・L・- . : 茶 'Dミ..'.•f ス，

国怯］にジし、てはタンクミタ戸

ぃ (7';:~し育児食苓即乳食，乳児介び製造ぢどにプ］を入れて＼ヽる。原和!l 

ゴマ，麦芽汁，スキムミ,,ク''烹るいは水牛グミルクなども杓用されて＼＼芯 0

心ヽ ; シ・

ゞヽ
‘カ

・t
、3

,i' 

2
 

パ-ポイルドライス製造の近代化

グ）

［写真 5)を見学し‘たので，イ

におし、て,CFTHl (f1指迦によへて建設

ドに iこけるバーボイルドライスに

~ry  ̀

の扉り泊

゜
ろし

り

お在外研究員 3 荒井兒祐且

5
 

パーポイルトライスの製造施設

、f
<
g
}
 

佃処JW,r 

白米におけるビタ

仄含炉が多くなる。

砕米の発生が少なく，無処理米 18~25%に対し，バーボイルドライスの錫合 9-・l O'f, 

籾殻がすでにある程度裂けており，素灯すりの際ゴムロールの消飼が少ない。

ill 伝統的な方法

バーボイルの処理は基本的には籾の冷水あるいは温水への浸袖，蒸宅，乾燥の 3段階に分れるか，各

州によってその具体的な方法は異なるようで夜る。 Mysore州における伝統的な方法は，籾を冷水に 1

~2日潰けた径，少最の水を入れた首の細いつぼの中に移し，それを匝火 (J),トにおく。つぼの中の水が

蒸気を出すようになり，この蒸気が籾を煮ることになる。蒸気かつぼから大恰に出るようになると，それ

はパーボイリングか完了したことを示し，籾は籾ずり前に天日乾燥する。

Punjab, Uttar Pradesh <Tl面州で｝ま，籾は冷水に 2~3日漬け，その條なべで加熱する。こ (l)

操作が楔を煮てまた部分的に乾燥することになる。 Madras,Madhya Pradeshおよび WestBen-

gal (l)各州においては，籾を夕｀ノクの蒸気で先ず 5~ 1 0分蒸し，それから]~ 2日水に漬け，再び

2 0 ~ 3 0分蒸気で蒸した後， 2~38抽干しする。また /¥ndhraPradesh, Orissa州や他の地

歩~ 合が 3" 5そ高

~. 

"らな事［ロ

c
 d
 

-5-



城では，冷水に 2~ 3日漬け， 20~30分奏しつほの中で蒸し，その後約 3日天日で乾燥寸る。

図 近代化された方法

近代化された方法はう蒸気タンク，搬送拾貯，乾燥機などを賂備し，良質でしかもふれの少だい製品

を牛産←するはかりでなく，場所，時間の節約）牛痒能力の増強，パーポイ几処坪の紆済的操作などi::考

慮が加えられている。

浸活ど恭布を同ータンクの中で行ない，先ずタンクの 3/4左冷水で灌 t::し，その中に塾気左通して

80~85℃ に温度を上げる。温度を均ーに保っためにボンプで温水は循即させる。つぎにサイロまた

はビンから籾をバケットュレベーターによってタンクに道入し， 70~74℃で 3~ 3. 5恥間浸漬すち。

浸泊條，温水を排水してから知気左誦して 20 ~ 3 0分熟煮する。最後に蒸煮 Lた籾：よ乾燥機によって

直ちに乾燥されるが，このようにして加押した籾を精白した場合，粕米が黄色吝呈するので，それ左で

ぎるだけ白くするためには澄塾煮を 2回行だう方法がと t,れている。その方怯では，仇に靱をタンクの

中に 3/4御度つさら，愁気を 5~ 1 0分通す。これが前茄煮で応る。つきに 45℃ の温水をタン，クに

警打して 70 ~ 7 4℃にし，浸沼吝 2時間行なう。温水を排水して蒸気を再び 15・-20分通す。

uセイロン

1 農産物の生産状況

七イロンでは全島の約 40 %の 27 0万 haが耕作可能なナ地であり，そのうち lO 0万 haに茶§

ムおよひ:,コナ/ツグ'3大輸出作物がれ培され，米，雑穀，野菜類などが約 68万haに作付けされ

ち。残りの 10 2万 haか末耕即で序り，独立後さまざまな形で開懇が進められてぎたが， 19 [i 8 

年以隠しだいに学位面積当りの収錆を目ざす方向へ農業政策の重点が移ってきている。茶，ゴム:二':1

+,  ヽ；ヅ記よび米か 4大農産物でもり，それらの生産動向は第 1図のとおりである。それら以外には;

ポンド）

4QJ 

茶

2(沿

゜（百万ポンド）

3()() 

2収〕

ゴふ

100 

゜(l 0億個）
31 

,A •.• 

―・------- ,/'-、21~-----~.. ~----./ .____、-・恣

ココナッツ

。
-6-



9 シ

40 

20 
米（籾）

。 J95S 156 '57 '58 "59 '60 '6] '62 仔氾 '64 '&'i ＇鉛 '67侮）

1ポント'=45 4グラム，

第 l図

籾 lプヮシェルニ約 l9キログラム

主要農痒物生産の変化

イア ＄ 

イ・

セ

カカオ，コーヒ...'肉桂，シトロネラ，タバコ，キャッサパ，こしょう，バナナ，パ，・(ナノプ凡，パ

シュナノソなどが崖る。茶，ゴム，ココナッツ左外国に輸出して，米，小麦粉などを輸入す

リスの植民抽時氏に形成された柏民郎那の茫薬オ嵐造で寄り夕優勢だプラゞぷぅC・・:>,1 ン應業と貧翡な

ロン人の自給稲作農翌が七イ戸ン農業を構虞奇~ 芯 2うの村に合っ いる。

2
 

利用加工試験研究懐関の状況

ごの国には，農産物の利用加］について

Research lnstitute 

を行なう独立した砧究機関はなかった。 Cent『al

（寡真 6)の内部に食品技術部があるの

『orthe 

Departmeni 

g
l
 

C, 

Govcrnrnental 

に果物などの加丁

る部門か存在する

(1) cal c¥.gt'l.cul-

1々alHes喜 rchl『1sri

,ui 

所長は

Pe Iris, 

に屈する

｝ 

, W. L. 

詞所長は Dr.D. 

v.w. 
であり，研究員 60名

ているが，他業植物，化学

（土壊．肥料），柏物；恥押，

昆虫，園芸，香辛料作物，タ

バコ，草花栽培などの各部に分れていて，嬰業生産関係の研究が中心をなしている。ただ lつ利用加工

関係として食品技術部 (Head: l¥Tr. C, Charavanapavan)がある。従来，果物，穀類，豆類，

根菜類の利用に関する研究，パバインの品質測定，シャム，ゼリー，果物の罐，びん詰などの製社の改

良を行なってきたが，現在とり上けている課匙は米の品質，いも類，キャッサバり）貯蔵条件の検討など

である。研究員は部長のみで，他の 1名はカナダに留学中のため，実験助手が 3名という少数で，研究

室円の装置も貧弱であり，研究が進捗しているようにはみられなかった。米の品質については,Mrs. 

6. Central Agricultural Research 

Institute (Ceylon) 
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ふ“ ］場で

や、

' 
例 げわば

胴応網朽~か功<'縛詰は国内庄産¢釣 50 

ナップ几グ）叶羞げ釘尉l5 o万鱈で

~ こ ばさ 0万

い。羞本的に

ツ

アア•ベスト屈{〗-甚玉（金属帳古たは煉瓦〉--'床（コンタ！ 、～卜

かり これ,.,,.言祖、 い，煉亙構愁は比穀的昌湿度に対して艮好であり，金属板合渾は構もか

罰単で，低廉 丁期も'~'いなこバ刊点があるが，温度の影響をうけ易く，仙壁印分の破損，銹化が冬•.,

浸水や過湿による被古をうけ易い。コンクリート床は有効であるが，几面が地表と水平の楊合，床h'i1の

過湿が名い。このため床下の通風化や高宋化およびりん木の使用が必嬰と思われる。筆者が見学した

の精米工場に隣接した倉庫（写真 7)は，コンクリート高床，アスベスト屋根，モルタ

Jしt第り煉瓦壁溝造で 5 屋根，壁に金網をはめた換気窓，馳窓を設備しており， 1棟り収容能力ぱ

7 5.0 0 0ブッシェルで浙った。

籾米施設については，同管坪喝告書によれは，政府所有工場 16で，籾の全処押能力は 50 0万/,:;

ェルである。また精米薬者乃丁出は脊録している 95 0のうも， 19 6 7年 9月末において稼動して

いるもの 52 8であった。 DASの管坤ドで年間加工処坪した量は次のとおりである。

籾（ブッシェル） 粕 米（トン）

政府所有［場 2, 0 7 7, 0 5 4 3 0, 2 1 0 

精米滸者］：場 l 3, 5 9 7, 0 7 1 1 9 3, 6 5 5 

見学した精米丁場は，写真 8のような l9 6 :"l年に設置した協和農機製のセットで，精選機 1台，釈

すり機 2台，精1勺機 2台よりなり，総馬力 27. 5 I} , 籾の処理能力は 1日80 0プッシェル（約 15ト

ン）であった，なお DASは 19 6 6年 10月より 19 6 7年 5月まで FAOの精米加二の専門家 Mr.
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7夕 Departmentof八grarianServices の倉庫

,,, 
llt 

」
、

P

女
平

6

の

ダ）」;じ l

から l9 6 6年(/)l l 1万トンに

年率 2.3茄の割合で鋼加している

が，米の自給率は 65 %程度であ

る。ゴム，米につぐ農産物はココ

ナッツ，油ヤシである。これら(!)

他にはパイナップル (18 9 0年

代に中国人によって罐詰がつくら

れてから発展した），食用作物

（タピオカ），野菜，甘執，コー

ヒー，メイス，茶＼，果物（バナ

ナ，トリアン，マン~ ゴスチン，ォ

レンジ），タバコなどがあるが，

バ，イナンプ札〈生産后：第 2寿 ＼

バナナを除~\てそれらのウゴ『ト

は低い。

8. 日本から購入した精米機のセット

第 1表籾の生産量 （千トソ）

1960 1 9 6 1 1 9 6 2 1963 1964 1965 1966 

西マレーシア 7 7 l 844 796 864 746 892 9 1 3 
I . --, 

サ- ,,, 66 80 74 69 7 5 8 5 7 3 
~ 

サラワク 98 98 115 107 1 0 3 1 1 3 l 2 0 
I 

計 9 3 5 1 0 2 2 985 1040 924 1090 1 1 0 6 

-9-



第 2表 イナップルの生産最

:-i 0.1 I 
I 

2 4 6.4 

2
 

レー

パ

利弔加工試験；可究遵関万状況

アには農痒物の利用加］について独立した試検研究の機閲があり，それは FoodTechno-

（写真 9)と称し，農産物のみならず，畜，水産

物も対象としている。現在令部が

完成していないが，研究はすでに

開始されており，将来，熱研から

を受け入れる可能袢

and Developrnent Centre 

rnenI Centr 

首部 Kuala

に玄り，所長は

八Ir, Haji Basin i、JinIsmail 

）で， FAOの

特別資金により l9 6 6年から準

備され，本年完成予定である。

FAし）より職員 l0名が派遺され

ており， Project

Dr、八，

克る。

研究室は畜，水産関係だど未完

成0;レごろもある江祭各国

実論枯胃:'測定殺器ぶ搬入芯れ

り'~月1付廂米の精来試幽(

才ウ粉K入りヒ

， 

の製炉タバナナの貯藷試騎

すでに行なわ

ぐentr(うグ）

，辿覧

のて間

ど

、9,
A;' 

てい

の詳細

~
 

コt
"
t

~:t 

か責任者で

~ ，し

. づし＼て

9匂

の

の

ゞヽJIJ 
ぃご

＼
 

，し

ダ〉 VJ 

かでないが，農業咄胴

0『Fepd'「ech-
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no.lo0又；
b.J 

，屈

ので,1ii1 2図｝第 3表を参考かため入れて

とで夕研究員はまだ 20名程度で

加大部分かそ J) 主詈；ふ汀t 行し~ アといわ且てし~

4か罰 L:. Bn1nch S:ationを持つと
゜

ヽ
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費

第 3図 籾，精米の流通経路

の代坪人または独立した仲買人に売る。ときには仲買人は，農民から買った籾を再び農協または精米所

の代押人に売ることもおる。また精米所附近の農民か少量の籾を虹接精米所に売ることもある。さらに

このようなルート以外に，牛産池帯では非合法の仲買人が活動する場合もみられる。なお，特定の即域

には特例があり， TanjongKaran嬰こおいては，農協 ;ryみが農民から籾を買うことを許されており，

Penangでは全部の仲買人がそれぞれ精米所によって推胞され，それらの代罪人になっている。 Per-

lisにおいては.nu述の免許をもった 3者がいずれも動いているが，州村の精k所に籾を売るためには，

把協 l)共同銀行を通してのみ支払いを受けられる仕組みになっている。

籾の流通絆路は精米所が終点であり，そこからは精米になる。精米の売却には二つの方社があり，

Government Rice Stockpile (政府磯切で，年間約 20万トンを買十げている）と自甘l市場が対

-1 2 



象；こなる。西マレ-~-アに存::'『す 0 L 5 0 0以上の精来所のう t;,, 6 6 

売って｀主こり，そ万らは大甑分が精来能力， 3トン/1時 間 以t

(I ~ 3トン,/1時間＼で況る 0 6 6精米所en')-~, 

にStockpile し？ために政附所有のものが 3エ湯素，る。

への精米の売却は,籾(!)最低保証価格との闊係においてう政印

によってなされ芯。 19 6 6年において，この佃平は 1トン氾＂り 43 0マレーンアド，して度

には精米所は 1~ 2等米を卸商に売ることで参自由市場において閾い価格の米え売り ':'I等米

っているようで素る。したがって市湯への米の売却は米の価格によって大ぎく左右され

においては桑精米所左監択してい芯通商産裳省は，謬米向(!)~ こ，了い汽米

に対し売却するよ 0)に決定でぎる。

に米全売っていだい鱈米所は，卸商まだは小売商に米

大部分を自由市場で処押してい芯。主た卸商や輸入商に Stockpile

が輸入する米の昂にしたかって一定割合で

この売却は Stockpileが保布している米の定抑的な更新のために行な，ヤれる

常輪入商にのみ売られるが，米不足の時担には，市也における供給増加のため小売商に虎

序る。正常だ Jしートでは米は卸商から小売商に行ま，最終的には消費者に蒋る。

国内における籾の購入｝料米業は，通常産業省より権限を委任された州政府によって免許をりえ

ろが， 19 6 7年 3月1日，新たに設立されたPadiand Rice Marketing Board が特別の地域

(Tanjong Karang, Krian, Penang, Perlis )においては免計を汀える権限左もっている。

米の輸入免計は税関局からうける。また精米の卸，小売には通商産業省で認めた免許が必要である。

何烙

ろこ

九ら米が放出
＇ 

から米を買っこ

)彼等の

るごと方：
o

r

-忍J々

釘来は通

れ芯こと足

れ

結 論

調査の主目的は前述したように，セイロンおよびマレーシアにおける殷産物の利用加工に関する研究

事情を調壺し，熱帯嬰研の在外研究員脈遣の可能性を検討することにあったが，七イロンにおいては在

外研究員が駐在するのに適当と考えられる研究機関が存在しなかった。しかしマレーシアにおいては，

Food Technology Research and Developmenl Centre が適当な機関と考えられるし，当

センター所長の意見からも在外研究員受入れの可能性があると判断された。
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